








1.研究の主旨 

唇顎口蓋裂の再建手術後にみられる咬合の異常は,唇裂のみの場合を除くと,上顎歯列の著

しい狭窄,上顎の前方発育の阻害,垂直方向の発育不良,ならびにこれらの総合的結果とし

ての反対咬合があげられる。こうした異常によって,構音障害や咀嚼障害は特に著しい。こ

うした障害は,将来,患者の社会活動に重大な影響をもたらすことは勿論であるが,成長期

の患者にとって,とくに咀嚼障害は看過できない。また,中顔面部の劣成長による陥凹感,

突出翻転する下顎や下唇などのもたらす醜形は,患者ならびにその家族に与える心理的影

響はきわめて大きいものである。 

こうした特異な咬合異常に対する矯正歯科治療は,極めて困難であって,ごく少数の矯正歯

科医によって研究的治療がすすめられてきたにすぎない。 

一方,この異常に対する社会的要請は,近年とみに強く,矯正治療を望む患者は増加の一方

である。こうした背景から,①矯正治療の術式の確立,②後戻り防止のための予後の研究,

③診断基準の策定と難易の判別,④外科的矯正治療法の開発などの諸問題の解明が迫られ

ている。 


